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議会エピソード 13 
 選挙を経て新しい議員構成になった。初めての車い

す議員誕生で、議会棟改修時に議員も傍聴者も使える

エレベーターを付けていたことが役立った。議場の段

差にスロープを付ける対応も行われ、「障害者差別解消

法」の精神を私たち市議会議員も直接学ぶことになっ

た。 

投票率が４２．９％と大きく下がり、国政選挙より

も低い。市内の年代別の投票率のサンプルである本関

町投票所の集計では、投票率は２０代が最も低く２８．

５％、高いのが７０代で７８．２％と、２．５倍以上

の開きがある。若い人に市政や市議会にどう関心を持

ってもらうかが議員の大きな課題になった。 

新しい議会では所属議員１人という会派が５つ出来

たが、それぞれの個性が光る議会となることを期待し

たい。市長の提案には無条件でなんでも賛成でなく、

市民目線で市政のチェック機能の役割を果たす、そん

な議会にするため全力を尽くしたい。          （K） 

 

 

「
学
校
給
食
の
食
材
費
は
、
学

校
給
食
法
で
父
母
負
担
と
決
ま
っ

て
い
る
。」
と
負
担
軽
減
に
背
を
向

け
て
き
た
五
十
嵐
市
長
で
す
が
、

今
議
会
の
一
般
質
問
で
「
子
育
て

ま
し
た
。 

 

紹
介
議
員
と
し
て
北
島
委
員
は

「
一
部
無
料
化
な
ど
、
一
致
で
き
る

と
こ
ろ
か
ら
議
会
の
意
思
を
示
し

て
ほ
し
い
。
他
市
で
で
き
て
、
伊
勢

崎
市
の
財
政
力
で
で
き
な
い
事
は

な
い
」
と
、
採
択
を
求
め
ま
し
た
。 

馬
庭
委
員
（
い
せ
さ
き
未
来
）
、

学校給食費の負担軽減前向きに検討 市長答弁 

 

市長に 4460筆の署名提出 
 新日本婦人の会 

一
次
分
の
署
名
を
提
出
す
る
石
原
素
子
支
部
長

と
受
け
取
る
村
井
教
育
部
長 

一
方
、
新
日
本
婦
人
の
会
か
ら

議
会
に
出
さ
れ
た
「
学
校
給
食
費

の
無
料
化
実
現
を
求
め
る
請
願
」

が
、
文
教
福
祉
委
員
会
で
審
議
さ

れ
ま
し
た
。 

全
会
派
に
紹
介
議
員
を
お
願
い

し
た
そ
う
で
す
が
、
共
産
党
議
員

団
だ
け
が
紹
介
議
員
を
引
き
受
け

議
会
は
無
料
化
求
め
る
請
願
を
否
決
?! 

支
援
の
一
環
と
し
て
、
負
担
軽
減

に
つ
い
て
前
向
き
に
検
討
す
る
。」

と
、
答
弁
し
ま
し
た
。 

公
約
に
か
か
げ
た
党
議
員
団
の

訴
え
や
、
地
域
の
新
日
本
婦
人
の

 会
を
中
心
に
し
た
署
名
活
動
な
ど

に
よ
り
高
ま
る
市
民
世
論
に
押
さ

れ
、
方
針
を
大
き
く
転
換
さ
せ
た

形
で
す
。 

新
日
本
婦
人
の
会
の
皆
さ
ん

は
、「
市
長
に
直
接
手
渡
せ
な
く
て

残
念
で
す
。
子
育
て
を
応
援
す
る

市
に
な
っ
て
欲
し
い
と
い
う
、
若

い
父
母
か
ら
高
齢
者
ま
で
４
千
人

を
超
す
市
民
の
願
い
を
、
し
っ
か

り
受
け
止
め
て
欲
し
い
で
す
」
と
、

市
長
あ
て
の
４
４
６
０
筆
の
署
名

を
提
出
し
ま
し
た
。 

 

 

斉
藤
委
員
（
伊

勢
崎
ク
ラ
ブ
）

か
ら
「
判
例
で

義
務
教
育
の
無

償
に
給
食
費
は

入
ら
な
い
と
さ

れ
て
い
る
。
財

源
が
示
さ
れ
て

い
な
い
。」
と
反

対

討

論

が

あ

り
、
他
会
派
の

反
対
で
否
決
に

な
り
ま
し
た
。 


